
　
羽
生
市
自
治
会
連
合
会
会
長
の
小
野
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
自

治
会
活
動
に
於
い
て
沢
山
の
ご
支
援
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
か

げ
さ
ま
で
設
立
６
年
目
を
迎
え
、
30
年
度
の
総
会
も
無
事
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
従
来
羽
生
支
部
は
組
織
上
１
支
部
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
情

報
収
集
・
伝
達
を
よ
り
効
率
化
す
る
為
に
５
支
部
に
分
割
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
全
支
部
が
諸
問
題
に
迅
速
対
応
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
達
の
Ｐ
Ｒ
不
足
な
の
で
す
が
未
だ
自
治
会
の
認
知
度
は
低
く
加
入
率

も
75
％
を
超
え
ま
せ
ん
。
自
治
会
は
隣
組
組
織
の
延
長
線
上
に
あ
り
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
安
全
、
安
心
の
最
小
組
織
で
す
。
自
治
会
の
影
響
力
は
大

な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
市
民
か
ら
選
ば
れ
た
議
員
は
市
民
の
要
望
を
行

政
に
反
映
す
べ
く
努
力
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
自
治
会
、
議
員
団
、
行

政
の
三
者
が
う
ま
く
機
能
す
れ
ば
「
住
ん
で
良
か
っ
た
羽
生
」
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
事
を
私
達
、
自
治
会
長
は
さ
ら
に
自

覚
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
自
分
の
足
元
を

固
め
る
べ
き
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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去
る
５
月
25
日
（
金
）
に
第
６
回
羽
生
市

自
治
会
連
合
会
定
期
総
会
が
羽
生
市
民
プ
ラ

ザ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
小
野

田
和
男
羽
生
市
自
治
会
連
合
会
会
長
の
あ
い

さ
つ
か
ら
始
ま
り
、
総
会
議
長
に
矢
島
憲
一

氏
（
本
川
俣
自
治
会
長
）
が
選
出
さ
れ
、
以

下
の
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
①
羽
生
市
自
治
会
連
合
会
の
組
織
変
更
に

つ
い
て
②
平
成
29
年
度
の
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
・
監
査
報
告
③
平
成
30
年
度
の
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
④
役
員
選
出
に
つ
い
て
。

　
新
年
度
の
事
業
計
画
は
、
信
頼
・
協
働
・

融
和
の
自
治
会
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
、
地

域
住
民
よ
り
信
頼
さ
れ
る
自
治
会
運
営
を
構

築
し
、
各
委
員
会
に
お
い
て
は
引
き
続
き
、

少
子
高
齢
化
の
環
境
の
中
、
自
治
会
が
抱
え

る
諸
問
題
の
検
討
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
、

強
化
、
地
域
防
災

力
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も

自
治
会
連
合
会
は
、

各
自
治
会
と
情
報

を
密
に
し
て
協
働

し
な
が
ら
誰
も
が

安
全
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 　
総
会
終
了
後
に
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
小
野

田
和
男
羽
生
市
自
治
会
連
合
会
会
長
の
挨
拶

に
続
い
て
、
今
回
任
期
を
終
え
て
退
任
し
た

自
治
会
長
17
名
に
対
し
、
河
田
晃
明
羽
生
市

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
退
任

自
治
会
長
を
代
表
し
て
中
村
弘
氏
（
前
藤
井

上
組
西
自
治
会
長
）
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
河
田
晃
明
羽
生
市
長
、

斉
藤
隆
羽
生
市
議
会
議
長
、
諸
井
真
英
埼
玉

県
議
会
議
員
よ
り
ご
挨
拶
を
賜
り
、
三
枝
孝

之
羽
生
市
副
市
長
の
乾
杯
の
後
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
各
自
治
会
の
情
報
交
換
や
災

害
対
策
、
そ
し
て

自
治
会
連
合
会
の

更
な
る
発
展
と
地

域
住
民
の
住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
を
確

認
し
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

 　
〈
退
任
自
治
会
長
（
敬
称
略
）〉

大　
和　
町　
　
高　
柳　
好　
雄

一　
丁　
目　
　
福　
田　
壽　
光

新 

郷 

１ 

区　
　
小　
島　
八　
郎

新 

郷 

２ 

区　
　
飯　
塚　
康　
夫

新 

郷 

３ 

区　
　
鈴   

木　
光　
夫

新 

郷 

10 

区　
　
小　
林　
　
　
柏

新 

郷 

14 

区　
　
原　
口　
佳　
一

須 

影 

団 

地　
　
塚　
田　
　
　
栄

上
岩
瀬
中
妻　
　
早　
川　
　
　
清

小　
　
　
松　
　
小　
野　
忠　
義

桑　
　
　
崎　
　
金　
子　
重　
弥

発　
　
　
戸　
　
塩　
田　
　
　
裕

藤
井
上
組
西　
　
中　
村　
　
　
弘

藤
井
上
組
東　
　
甲　
山　
憲　
正

藤 

井 

下 

組　
　
増   

田　
耕
太
郎

尾 

崎 

団 

地　
　
田
部
井　
勝　
次

三
田
ヶ
谷
三
区　
　
関　
口　
貫　
市

　
少
子
高
齢
化
に
と
も
な
い
日
常
生
活
に
お

け
る
高
齢
者
へ
の
対
応
や
地
域
の
防
災
、
防

犯
等
の
安
全
や
安
心
の
充
実
化
を
図
る
た
め
、

羽
生
支
部
の
組
織
再
編
成
が
定
期
総
会
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
よ
り
、
中
央
支
部
、

東
支
部
、
西
支
部
、
南
支
部
、
北
支
部
と
５

支
部
の
組
織
に
再
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
５
支

部
に
お
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
の

共
助
体
制
の
確
立
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

機
能
向
上
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
６
回　
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

羽
生
市
長
か
ら
退
任
自
治
会
長

17
名
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

自
治
会
連
合
会
羽
生
支
部
再
編
成
の

お
知
ら
せ
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会　
　
　
長　
小
野
田　
和　
男
（
東
）

副　
会　
長　
清　
水　
　
　
栄
（
須
影
）

　
　
〃　
　
　
卯
ノ
木　
善　
一
（
村
君
）

事 

務 

局 

長　
須　
永　
定　
男
（
新
郷
）

副
事
務
局
長　
川　
田　
房　
雄
（
岩
瀬
）

会　
　
　
計　
儘　
田　
義　
光
（
手
子
林
）

常 

任 

理 

事　
長
谷
川　
光　
男
（
中
央
）

　
　
〃　
　
　
大　
木　
茂　
雄
（
西
）

　
　
〃　
　
　
荒　
井　
利　
男
（
南
）

　
　
〃　
　
　
横　
田　
啓　
二
（
北
）

　
　
〃　
　
　
諏　
訪　
一　
郎
（
川
俣
）

　
　
〃　
　
　
蓮　
見　
喜　
義
（
井
泉
）

　
　
〃　
　
　
岡　
安　
　
　
清
（
三
田
ヶ
谷
）

理　
　
　
事　
小　
川　
　
　
弘
（
中
央
）

　
　
〃　
　
　
小
久
保　
光　
雄
（
東
）

　
　
〃　
　
　
長
谷
川　
恒　
夫
（
西
）

　
　
〃　
　
　
大　
澤　
博　
信
（
南
）

　
　
〃　
　
　
小　
野　
正　
己
（
北
）

　
　
〃　
　
　
蓮　
　
　
政　
雄
（
新
郷
）

　
　
〃　
　
　
根　
岸　
　
　
顕
（
須
影
）

　
　
〃　
　
　
堀　
口　
喜　
司
（
岩
瀬
）

　
　
〃　
　
　
村　
田　
初　
雄
（
川
俣
）

　
　
〃　
　
　
須　
永　
勝　
愛
（
井
泉
）

　
　
〃　
　
　
野　
本　
純　
一
（
手
子
林
）

理　
　
　
事　
奥　
澤　
文　
夫
（
三
田
ヶ
谷
）

　
　
〃　
　
　
中　
川　
　
　
信
（
村
君
）

監　
　
　
事　
磯　
川　
政　
一
（
川
俣
）

　
　
〃　
　
　
黒　
田　
正　
巳
（
井
泉
）

委　
員　
長　
清　
水　
　
　
栄
（
須
影
）

副 

委 

員 

長　
荒　
井　
利　
男
（
南
）

委　
　
　
員　
斎　
藤　
篤　
義
（
中
央
）

　
　
〃　
　
　
小
久
保　
光　
雄
（
東
）

　
　
〃　
　
　
長
谷
川　
恒　
夫
（
西
）

　
　
〃　
　
　
小　
野　
正　
己
（
北
）

　
　
〃　
　
　
蓮　
　
　
政　
雄
（
新
郷
）

　
　
〃　
　
　
関　
根　
家　
松
（
須
影
）

　
　
〃　
　
　
渋　
澤　
晴　
夫
（
岩
瀬
）

　
　
〃　
　
　
諏　
訪　
一　
郎
（
川
俣
）

　
　
〃　
　
　
黒　
田　
正　
巳
（
井
泉
）

　
　
〃　
　
　
戸
ヶ
﨑　
清　
二
（
手
子
林
）

　
　
〃　
　
　
為
ヶ
井　
晴　
一
（
三
田
ヶ
谷
）

　
　
〃　
　
　
小　
林　
　
　
進
（
村
君
）

事 

務 

局 

長　
須　
永　
定　
男
（
新
郷
）

副
事
務
局
長　
川　
田　
房　
雄
（
岩
瀬
）

委　
員　
長　
岡　
安　
　
　
清
（
三
田
ヶ
谷
）

副 

委 

員 

長　
横　
田　
啓　
二
（
北
）

委　
　
　
員　
藤　
野　
髙　
茂
（
中
央
）

　
　
〃　
　
　
岸　
田　
　
　
義
（
東
）

委　
　
　
員　
大　
木　
茂　
雄
（
西
）

　
　
〃　
　
　
伊　
澤　
政　
輝
（
南
）

　
　
〃　
　
　
新　
井　
雅　
雄
（
新
郷
）

　
　
〃　
　
　
江　
原　
喜　
重
（
須
影
）

　
　
〃　
　
　
川　
田　
　
　
茂
（
岩
瀬
）

　
　
〃　
　
　
村　
田　
初　
雄
（
川
俣
）

　
　
〃　
　
　
須　
永　
勝　
愛
（
井
泉
）

　
　
〃　
　
　
岡　
戸　
良　
雄
（
手
子
林
）

　
　
〃　
　
　
金　
子　
　
　
登
（
三
田
ヶ
谷
）

　
　
〃　
　
　
関　
口　
　
　
衛
（
村
君
）

事 

務 

局 

長　
須　
永　
定　
男
（
新
郷
）

副
事
務
局
長　
川　
田　
房　
雄
（
岩
瀬
）

委　
員　
長　
卯
ノ
木　
善　
一
（
村
君
）

副 

委 

員 

長　
堀　
口　
喜　
司
（
岩
瀬
）

委　
　
　
員　
長
谷
川　
光　
男
（
中
央
）

　
　
〃　
　
　
阿　
部　
三　
重
（
東
）

　
　
〃　
　
　
大　
木　
茂　
雄
（
西
）

　
　
〃　
　
　
木　
村　
義　
勝
（
南
）

　
　
〃　
　
　
桑　
子　
安　
司
（
北
）

　
　
〃　
　
　
村　
岡　
　
　
勇
（
新
郷
）

　
　
〃　
　
　
佐
々
木　
　
　
隆
（
須
影
）

　
　
〃　
　
　
磯　
川　
政　
一
（
川
俣
）

　
　
〃　
　
　
染　
谷　
幸　
雄
（
井
泉
）

　
　
〃　
　
　
長　
澤　
賢　
一
（
手
子
林
）

　
　
〃　
　
　
奥　
澤　
文　
夫
（
三
田
ヶ
谷
）

　
　
〃　
　
　
新　
井　
愼
一
郎
（
村
君
）

平
成
30
年
度
自
治
会
連
合
会
役
員

（　
）
内
は
支
部
名

総
務
委
員
会

自
治
連
だ
よ
り
編
集
委
員
会

自
主
防
災
推
進
委
員
会
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事 
務 

局 

長　
須　
永　
定　
男
（
新
郷
）

副
事
務
局
長　
川　
田　
房　
雄
（
岩
瀬
）

【 

中 

央 

支 

部 

】

上　
　
　
　
町　
　
須　
加　
武　
治

本　
　
　
　
町　
　
齋　
藤　
篤　
義

愛　

  

宕　

 

町　
　
小　
川　
　
　
弘 

旭　
　
　
　
町　
　
長
谷
川　
光　
男 

◎

一　

 

丁  　
目　
　
藤　
野　
髙　
茂

【 

東 

支 

部 

】

東　
　
　
　
町　
　
小
野
田　
和　
男 

◎

【 

西 

支 

部 

】

相　

  

生　

 

町　
　
長
谷
川　
恒　
夫 

栄　
　
　
　
町　
　
大　
木　
茂　
雄 

◎

【 

南 

支 

部 

】

元　
　
　
　
町　
　
荒　
井　
利　
男 

◎

【 

北 

支 

部 

】

大　

  

和 　
町　
　
小　
野　
正　
己 

東  

大   

和  

町　
　
横　
田　
啓　
二 

◎

【 

新 

郷 

支 

部 

】

新  

郷  

1  

区　
　
大　
島　
俊　
郎

新  

郷  

2  

区　
　
小　
澤　
　
　
厚

新  

郷  

3  

区　
　
橋　
本　
富　
雄

新  

郷  

4  

区　
　
尾　
城　
邦　
雄

新  

郷  

5  

区　
　
青　
木　
一　
夫

新  

郷  

6  

区　
　
野
々
山　
幸　
一

新  

郷  

7  

区　
　
蓮　
　
　
政　
雄 

新  

郷  

8  

区　
　
渋　
沢　
松　
雄

新  

郷  

9  

区　
　
村　
岡　
　
　
勇

新  

郷  

10  

区　
　
田　
口　
惠　
己

新  

郷  

11  

区　
　
須　
永　
英　
樹

新  
郷  

12  

区　
　
須　
永　
定　
男 

◎

新  
郷  
13  

区　
　
新　
井　
雅　
雄

新  

郷  
14  
区　
　
正　
田　
弘　
行

【 

須 

影 

支 

部 

】

下　

  

川　

 

崎　
　
今　
成　
孝　
司

上 　

 

川 　
崎　
　
佐
々
木　
　
　
隆

須  

影  

一  

区　
　
蛭　
間　
春　
男

須  

影  

二  

区　
　
清　
水　
　
　
栄 
◎

砂　
　
　
　
山　
　
白　
石　
　
　
實

加  

羽  

ヶ  

崎　
　
江　
原　
喜　
重

秀　
　
　
　
安　
　
根　
岸　
　
　
顕 

下  　
羽　

 

生　
　
関　
根　
家　
松

須  

影  

団  

地　
　
茂　
木　
政　
巳

【 

岩 

瀬 

支 

部 

】

上
岩
瀬
中
妻　
　
渋　
澤　
晴　
夫

上
岩
瀬
中
宿　
　
堀　
口　
喜　
司 

中  

岩   

瀬  

上　
　
金　
子　
　
　
功

中  

岩   

瀬  

下　
　
間　
中　
治　
彦

下  

岩   

瀬  

南　
　
川　
田　
　
　
茂

下  

岩   

瀬  

東　
　
川　
田　
房　
雄 

◎

小　
　
　
　
松　
　
伊　
藤　
正　
男

桑　
　
　
　
崎　
　
川　
鍋　
愛　
夫

【 

川 

俣 

支 

部 

】

上　

  

川 　
俣　
　
村　
田　
初　
雄 

稲　
　
　
　
子　
　
諏　
訪　
一　
郎 

◎

本　

  

川 　
俣　
　
矢　
島　
憲　
一

本  

川  

俣  

東　
　
磯　
川　
政　
一

小  　
須　

 

賀　
　
佐　
藤　
由　
雄

【 

井 

泉 

支 

部 

】

今　
　
　
　
泉　
　
蓮　
見　
喜　
義 

◎

発　
　
　
　
戸　
　
関　
根　
三　
弘

藤
井
上
組
西　
　
西　
山　
　
　
昇

藤
井
上
組
東　
　
保　
泉　
和　
男

藤  

井  

下  

組　
　
染　
谷　
幸　
雄

尾　
　
　
　
崎　
　
黒　
田　
正　
巳

北　
　
　
　
袋　
　
須　
永　
勝　
愛 

尾  

崎  
団  
地　
　
山　
田　
正　
明
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平
成
30
年
度 
自
治
会
長　
74
名

（
◎
は
支
部
長
）



【 
手 

子 

林 

支 

部 

】

上  
手   

子  

林　
　
岡　
戸　
良　
雄

下
手
子
林
（
上
）　　
長　
澤　
賢　
一

下
手
子
林
（
下
）　　
儘　
田　
義　
光 

◎

中  

手   

子  
林　
　
野　
本　
純　
一

神　
　
　
　
戸　
　
小　
島　
久　
佳

町　
　
　
　
屋　
　
岡　
戸　
　
　
茂

北　
荻　
　
島　
　
戸
ヶ
﨑　
清　
二

【 

三 

田 

ヶ 

谷 

支 

部 

】

三
田
ヶ
谷
一
区　
　
金　
子　
　
　
登

三
田
ヶ
谷
二
区　
　
栗　
田　
健　
一

三
田
ヶ
谷
三
区　
　
奥　
澤　
文　
夫 

弥　

  

勒　

 

北　
　
儘　
田　
　
　
明

弥  　
勒　

 

南　
　
岡　
安　
　
　
清 

◎

喜
右
エ
門
新
田　
　
為
ヶ
井　
晴　
一

与
兵
エ
新
田　
　
西　
山　
俊　
雄

【 

村 

君 

支 

部 

】

上　

  

村 　
君　
　
小　
林　
　
　
進

下　

  

村 　
君　
　
卯
ノ
木　
善　
一 

◎

　
　

  

堤　
　
　
　

 

中　
川　
　
　
信 

　
　

  

名　
　
　
　

 

新　
井　
愼
一
郎

常　
　
　
　
木　
　
関　
口　
　
　
衛

　
平
成
29
年
８
月
26
日
（
土
）
に
愛
宕
町
商

店
連
盟
と
愛
宕
町
町
内
会
が
共
同
し
て
「
川

風
フ
ェ
ス
タ
」
と
題
し
葛
西
用
水
路
右
岸
を

歩
行
者
天
国
に
し
て
納
涼
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
毎
年
町
内
外
か
ら
多
数
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
中
心
市
街
地
活
性
化
の
一
助
と
な
る
よ

う
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
回
で
12
回
目

と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
愛
宕
神
社
境
内
付
近
に
仮
設
舞
台

を
設
置
し
バ
ン
ド
演
奏
に
加
え
て
、和
太
鼓・

お
囃
子
・
よ
さ
こ
い
踊
り
等
の
演
目
を
披
露
、

河
田
晃
明
羽
生
市
長
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご

来
賓
に
よ
る
生
バ
ン
ド
カ
ラ
オ
ケ
大
会
・
町

内
会
に
よ
る
模
擬
店
の
出
店
・
花
火
等
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
子
供
た

ち
に
は
無
料
の
ガ
チ
ャ
ポ
ン
・
ク
レ
ー
ン

ゲ
ー
ム
等
を
用
意
し
て
楽
し
く
お
祭
り
気
分

を
味
わ
っ
て
も

ら
え
る
企
画
で

す
。
ま
た
水
資

源
機
構
関
連
団

体
よ
り
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
配
布
・

Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
上

映
な
ど
で
協
賛

ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
羽
生
市
民
に
必
要
と
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
し
て
「
羽
生
お
も

ち
ゃ
の
病
院
」
を
開
院
し
て
十
年
、
多
く
の

羽
生
市
民
の
方
々
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
そ
の
間
、
動
か
な
い
、
音
が
出
な
い
、
光

ら
な
い
な
ど
二
千
五
百
個
の
様
々
な
症
状
の

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
が
持
ち
込
ま
れ
て
き
ま
し

た
。　
　

　
平
均
年
齢
70
歳
、
19
人
の
お
も
ち
ゃ
ド
ク

タ
ー
た
ち
が
、
こ
れ
ら
の
お
も
ち
ゃ
に
新
し

い
生
命
を
吹
き
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　
「
皆
さ
ん
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
お
も
ち
ゃ

が
な
け
れ
ば
我
々
の
趣
味
は
成
り
立
た
な

い
」

　
『
自
分
た
ち
の
趣
味
を
持
っ
て
き
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
！
』『
だ
か
ら
必
ず
こ
の
お

も
ち
ゃ
を
治
そ
う
！
』
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
、
そ
し
て
、
治
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
「
あ
り

が
と
う
！
」
と
言
っ
て
持
ち
帰
る
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
を
励
み
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　
「
羽
生
市
民
の
皆

さ
ん
！
壊
れ
た
お
も

ち
ゃ
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
！
そ
し
て
一
緒

に
治
し
ま
せ
ん
か
。」
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「
川
風
フ
ェ
ス
タ
」

愛
宕
町
商
店
連
盟
会
長　
高
橋　
壮
一

「
羽
生
お
も
ち
ゃ
の
病
院
」

新
郷
支
部　
　
梅
原　
輝
雄



羽生市自治会連合会だより
　
ご
来
場
の
皆
様
万
作
と
い
う
言
葉
を
耳
に

さ
れ
た
事
が
あ
る
で
し
ょ
う
、
と
い
う
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま
る
万
作
芝
居
の
起
源
は
、

江
戸
時
代
に
村
人
が
伊
勢
参
り
に
行
っ
て
覚

え
た
も
の
を
桜
咲
く
花
祭
り
に
演
じ
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
宿
万
作
は
、
大
正
時
代
は
岩
瀬
盛
美
団

と
い
う
一
座
を
結
成
し
、
よ
そ
の
地
に
行
っ

て
演
じ
て
い
た
ほ
ど
で
す
。
昭
和
７
～
８
年

頃
時
代
的
背
景
も
あ
り
公
演
を
中
断
し
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
昭
和
63
年
に
中
宿
地
区
有

志
の
方
々
の
万
作
復
活
を
、
と
の
熱
い
思
い

と
行
動
に
よ
り
、
半
世
紀
ぶ
り
に
復
活
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
郷
土
芸
能
発
表

会
を
は
じ
め
年
４
回
位
の
公
演
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

未
熟
で

は
ご
ざ
い

ま
す
が
力

い
っ
ぱ
い

あ
い
勤
め

ま
す
れ
ば
、

何
卒
ご
笑

覧
の
程
一

重
に
御
願

い
上
げ
奉

り
ま
す
。

　
昨
秋
、
第
２
回
防
災
訓
練
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
43
名
で
し
た
。「
避
難

誘
導
訓
練
」
と
し
て
、
午
前
９
時
を
目
安
に

自
分
自
身
・
家
族
の
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
、

原
則
、
徒
歩
で
農
業
研
修
所
に
避
難
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
後
、「
情
報
収
集・伝
達
訓
練
」

を
行
い
、「
消
火
訓
練
」
を
３
カ
所
に
分
か

れ
て
水
消
火
器
を
使
用
し
て
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
当
地
区
が
利
根
川
に
隣
接
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
省
利
根
川
上
流
河

川
事
務
所
川
俣
出
張
所
長
さ
ん
に
、
出
前
講

座
を
依
頼
し
、「
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
の
概
要

及
び
水
防
災
の
現
状
」
と
い
う
題
目
で
、
講

話
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
は
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
い
70
年
前
の
当
時
の
生
々
し
い

大
洪
水
の
様
子
や
河
川
の
整
備
事
業
に
つ
い

て
講
話
を
い

た
だ
き
ま
し

た
。
最
後
に

「
給
食
・
給

水
訓
練
」
と

し
て
、
ビ
ス

ケ
ッ
ト
、
飲

料
水
を
配
布

し
防
災
訓
練

を
終
了
し
ま

し
た
。

　
桜
ま
つ
り
を
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
４

月
７
日
（
土
）
に
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
は

花
の
散
る
の
が
早
く
葉
桜
に
な
っ
て
し
ま
い

残
念
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
４
月

１
日
に
実
施
し
、
ま
だ
蕾
の
状
態
で
あ
っ
た

為
、
来
年
こ
そ
は
満
開
の
桜
の
木
の
下
で
の

桜
ま
つ
り
を
、
と
夢
を
み
て
い
ま
し
た
が
、

祈
り
空
し
く
気
候
に
は
勝
て
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
す
が
そ
れ
は
そ
れ
、
昔
か
ら
花
よ
り
ダ
ン

ゴ
、
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に
楽
し

み
は
他
に
も
あ
り
ま
す
。
来
場
さ
れ
た
お
客

様
に
は
無
料
で
ダ
ン
ゴ
、
甘
酒
、
麦
茶
、
コ

ー
ヒ
ー
等
を
提
供
し
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
希
望
者
に
は
有
料
で
グ
ラ
イ
ダ
ー
搭
乗

体
験
と
い
う
企
画
で
大
空
の
散
歩
を
堪
能
し

て
も
ら
い
、
子
供
連
れ
の
お
客
様
に
は
、
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
や
36
ｍ
の
長
い
す
べ
り
台
な
ど
、

公
園
内
の
遊
具
を
利
用
し
た
遊
び
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
村
君
桜
ま
つ
り
も
今

年
で
３
年
目

で
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
皆

が
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
を

取
り
揃
え
て

活
動
し
て
行

き
ま
す
。
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中
宿
万
作
お
ど
り
保
存
会

中
宿
万
作
お
ど
り
保
存
会
会
員　
堀
口　
喜
司

自
主
防
災
訓
練

尾
崎
自
治
会
長　
黒
田　
正
巳

村
君
桜
ま
つ
り

常
木
自
治
会
長　
関
口　
衛



Ｑ 1 

自
治
会
連
合
会
は
ど
う
い
う
組
織
で
す

か
？

A1 

自
治
会
相
互
の
連
携
と
親
睦
を
図
り
、

共
通
の
問
題
を
協
議
し
、
市
行
政
に
協
力
す

る
と
と
も
に
、
市
民
自
治
意
識
の
高
揚
と
地

域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
組
織
で
す
。
羽
生
市
内
で
は
74
の
自
治

会
が
加
入
し
、
9
つ
の
支
部
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
か
ら
羽
生
支
部
が

5
支
部
に
再
編
成
さ
れ
ま
し
た
の
で
13
支
部

に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ 2 

自
治
会
連
合
会
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
か
？

A2 

「
自
治
会
連
合
会
だ
よ
り
」
の
発
行
、
自

主
防
災
推
進
委
員
会
に
よ
る
防
災
知
識
の
普

及
、
啓
発
活
動
、
自
主
防
災
訓
練
の
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
総
務
委
員
会
に

お
い
て
は
自
治
会
の
諸
問
題
、
自
治
会
加
入

率
促
進
活
動
、
自
治
会
長
の
研
修
会
開
催
等
、

行
政
と
の
連
携
に
お
い
て
は
意
見
交
換
会
や

情
報
交
換
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 3 

災
害
時
の
自
助
・
共
助
・
公
助
と
は
？

A3 

「
自
助
」
と
は
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
共
助
」
と
は
、
自
分
の
安
全
が
確
保
さ

れ
た
後
に
地
域
（
自
治
会
等
）
の
方
と
助
け

合
う
こ
と
で
す
。

　
「
公
助
」
と
は
、
市
役
所
や
消
防
署
、
警

察
な
ど
に
よ
る
公
的
な
支
援
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
公
的
機
関
も
被
害

を
受
け
る
た
め
支
援
活
動
が
遅
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

Ｑ 4 
自
治
会
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
す
か
？

A4 

自
治
会
に
加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々

な
課
題
を
地
域
の
人
々
と
一
緒
に
な
っ
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
、
災
害
が
起
き
た
時
な
ど

に
自
治
会
内
で
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が

で
き
る
な
ど
、
よ
り
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し

を
実
現
す
る
た
め
に
、
そ
こ
に
住
む
住
民
同

士
が
お
互
い
に
協
力
し
合
い
、
支
え
あ
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ 5 

自
治
会
に
入
ら
な
け
れ
ば
ど
う
な
る
の

で
す
か
？

A5 

自
治
会
へ
の
加
入
は
強
制
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
も
ち
ろ
ん
入
ら
な
い
と
い
う
選

択
肢
も
あ
り
ま
す
が
、
回
覧
板
が
回
ら
な
い

な
ど
、
加
入
者
が
得
る
情
報
を
未
加
入
者
が

得
ら
れ
な
い
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ 6 

自
治
会
長
は
月
に
何
日
く
ら
い
活
動
し

て
い
ま
す
か
？

A6 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
ま
す
と
少
な

い
月
で
は
5
日
か
ら
10
日
く
ら
い
、
多
い
月

で
10
日
か
ら
15
日
く
ら
い
で
す
。

Ｑ 7 

自
治
会
長
の
任
期
は
何
年
く
ら
い
で
す

か
？

A7 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
ま
す
と
2
年

か
ら
4
年
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

Ｑ 8 
羽
生
市
全
体
の
自
治
会
加
入
率
は
？

A8 
平
成
30
年
4
月
に
お
い
て
は
約
74
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

第10号　平成30年８月15日（7） 羽生市自治会連合会だより

有料広告大募集　　　羽生市自治会連合会だよりで、あなたのお店や会社をPRしませんか！

羽
生
市
自
治
会
連
合
会
Ｑ
＆
Ａ



羽生市自治会連合会だより
　
自
治
会
連
合
会
で
は
平
成
29
年
度
の
市

議
会
と
の
意
見
交
換
会
を
、
2
月
5
日

（
月
）
に
市
民
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
市
議
会
議
員
11
名
に
ご
出
席
い

た
だ
き
、
自
治
会
連
合
会
か
ら
は
理
事
16

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
小
野
田
和
男
羽
生
市
自
治
会
連
合
会
会

長
並
び
に
市
議
会
を
代
表
し
て
松
本
敏
夫

議
長
の
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
少
子
高

齢
化
問
題
と
し
て
次
の
二
つ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

①
羽
生
市
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
。

②
羽
生
市
の
高
齢
化
問
題
に
つ
い
て
。

　
羽
生
市
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、

主
に
合
計
特
殊
出
生
率
の
増
加
対
策
と
雇

用
の
創
出
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

羽
生
市
の
最
近
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
1.1

で
あ
り
全
国
1.4
、
埼
玉
県
1.3
と
比
較
し
低

い
水
準
で
す
。

　
少
子
化
を
取
り
巻
く
要
因
は
様
々
あ
り

ま
す
が
、
核
家
族
化
、
教
育
費
の
負
担
が

大
き
い
、
共
働
き
世
帯
の
増
加
に
よ
る
子

育
て
の
し
に
く
い
環
境
等
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
結
婚
支
援
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
今
後
は
子
育
て
支
援
の
た
め
に
、

子
供
の
医
療
費
や
学
校
給
食
費
の
無
料
化
、

企
業
内
保
育
の
充
実
等
、
経
済
環
境
も
含

め
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
雇
用
創
出
に
つ
い
て
は
、
大
規

模
農
業
推
進
に
よ
る
雇
用
、
大
型
商
業
施

設
の
誘
致
に
よ
る
雇
用
増
加
、
特
に
企
業

誘
致
に
お
い
て
は
製
造
業
の
雇
用
吸
収
効

果
が
大
き
い
の
で
医
療
や
福
祉
関
係
の
雇

用
も
含
め
検
討
す
る
こ
と
も
重
要
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

羽
生
市
の
高
齢
化
問
題
に
つ
い
て
は
、

羽
生
市
の
総
人
口
は
平
成
17
年
に
減
少
に

転
じ
、
現
在
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
約

27
％
で
十
年
後
に
は
32
％
程
度
ま
で
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口

減
少
に
伴
う
高
齢
化
率
の
増
加
は
農
業
の

衰
退
化
、
社
会
福
祉
の
費
用
増
大
化
、
自

治
会
加
入
率
の
低
下
、
一
人
暮
ら
し
世
帯

へ
の
支
援
、
高
齢
者
の
災
害
支
援
対
策
等

自
治
体
運
営
に
も
大
き
な
課
題
が
あ
り
、

合
計
特
殊
出
生
率
の
増
加
対
策
と
高
齢
化

問
題
と
を
包
括
的
に
検
討
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
自
治
会
連
合
会
は
市
議
会
と
の

連
携
を
図
り
、
地
域
に
関
わ
る
課
題
を
話

し
合
い
住
民
の
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
の

実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

編
集
後
記

　
第
10
号
の
発
行
に
当
た
っ
て
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
市
民

の
皆
様
に
地
域
の
自
治
会
活
動
に
つ
い

て
、
理
解
と
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
紹

介
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
か
ら

の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

自
治
連
だ
よ
り
編
集
委
員
会

平成30年８月15日　第10号 （8）

議
会
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た

平成30年度　自治連年間行事予定
開催予定日 行　　事　　予　　定

４月10日
５月  8日

25日
６月12日
７月10日

14日
８月14日

15日
９月11日
10月  9日

　
11月13日
11月 上旬
12月11日
１月  8日

25日
１月 中旬
２月12日

15日
３月14日

随時
随時
      

理事会
理事会
第6回定期総会
理事会
理事会
よさこい祭り運営
理事会
自治連だより発行（第10号）
理事会
理事会
スキルアップ研修会
理事会
視察研修会
理事会
理事会
新春懇親会
防災講演会
理事会
自治連だより発行（第11号）
理事会

常任理事会
各委員会（総務、自主防災推
進、自治連だより編集）

“よさこい祭り”開催


